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チーム神﨑 
「Ｇｒｅｅｎ Ｕｔｏｐｉａ 構想（宇宙で一番住みたい砂漠）」  

～土木が叶える 100 年の夢～ 

私たちが実現したい未来は、砂漠を緑地化し、地球に緑を取り戻す社会です。「Green Utopia 

構想」は、地球上で砂漠化が深刻な地域に人が住む都市をつくり、農畜産業で生活をし、緑を増

やしていくプロジェクトです。この構想の実現により、地球の自然システムが回復するとともに、

地域間の貧困格差の解消、食料不足の解消を可能とし、国境を越えた真の世界平和が実現します。 

 

 

 

 

 

 

構想の実現のために、日本をリーダーとした国境を越えた共同プロジェクトを発足し、土木技

術の英知を結集して取り組みます。 

 

 

構 成 員 
神﨑 恵三   (株)熊谷組 土木事業本部プロジェクト技術部 

大本 晋士郎  (株)熊谷組 土木事業本部インフラ再生事業部 

伊藤 達也   (株)熊谷組 土木事業本部環境事業部 

濱   慶子   (株)熊谷組 土木事業本部土木設計部 

水谷 真琴   (株)熊谷組 土木事業本部土木設計部 
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Green Utopia 構想 

砂漠化による異常気象や 
自然災害の多発 

発展途上国での失業者、 
貧困層、難民の拡大 

人口爆発による世界的な
食料不足 

砂漠化解消による気候の安定や 
自然災害の減少 

生活空間や労働環境の確保に 
よる貧困層の減少 

農業開発による食料不足の改善 

現在世界が抱える問題   私たちが目指す未来 

「Green Utopia 構想」の都市 

    （5万人居住） 

プロジェクトによる効果 

① アフリカの砂漠面積：現在は９４０万ｋｍ2 、このままだと１００年後は 

１,５００万ｋｍ2まで増加する 

緑地化を行うことで、１００年後に砂漠面積は５５０万ｋｍ2 へ減少 

② 都市をつくることで、１００年後に５億人以上の居住施設や労働環境を確保 

③ 農畜産物を生産することで、１００年後には約１５億ｔ／年の食料を確保 

コンセプト 

高速鉄道 
電気(水素)自動車 

居住空間イメージ

点滴灌漑イメージ 

地熱発電設備 

共用施設イメージ

点滴灌漑イメージ 

海水淡水化プラントイメージ 

下水・ごみ処理プラントイメージ 

農畜産施設イメージ 

半透明太陽光パネル 
全館空調システム 

研究教育施設 娯楽施設 

病院 
警察銀行 
その他 

センタープラント
上段:ごみ処理施設 
下段:下水処理施設 

海水淡水化 
プラント 

噴水（水辺空間） 
プラント 

下降する下水
の流れを利用
して圧縮空気
を製造し、発
電に利用 

海水 シティ内や
他の都市へ
輸送 

塩分除去
装置 

高塩分→低塩分 

植物生産ゾーン 畜産ゾーン 農畜産部加工ゾーン 

水耕プラント 畜産プラント ドライ処理プラント 

ドライ加工
製品出荷 

点滴灌漑イメージ 無人化散水イメージ 


